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●
光グ

ァ
ン
グ
ン
ジ
ェ

棍
節
の
狂
騒

「
光
棍
節
」
は
、
中
国
で
近
年
流
行

の
イ
ベ
ン
ト
、「
独
身
者
の
日
」で
あ
る
。

「
光
棍
」
と
は
「
樹
皮
を
剥
い
て
作
ら

れ
た
棍
棒
」
を
意
味
し
、
後
世
に
木
の

子
孫
を
残
せ
な
い
こ
と
か
ら
転
じ
て

「
独
身
者
」
を
意
味
す
る
。
棍
棒
の
連

想
か
ら
数
字
の
「
一
」
が
集
ま
る
一
一

月
一
一
日
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
商
業

資
本
が
便
乗
し
、
特
売
合
戦
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
様
相
が
一
変
し
た
。

都
市
化
に
と
も
な
っ
て
急
速
に
普
及

し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
が
こ
の
す
う
勢
を
後
押
し
て
い
る
。

二
○
○
九
年
の
「
光
棍
節
」
に
電
子
商

取
引
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
企
業
の
「
阿
里
巴

巴（
ア
リ
バ
バ
）」が
独
身
者
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
大
幅
値
引
き
セ
ー
ル
を
展
開
し
た

の
が
き
っ
か
け
で
、
他
の
通
販
サ
イ
ト

も
参
入
、
昨
年
は
、
ア
リ
バ
バ
だ
け
で

一
一
月
一
一
日
当
日
の
売
り
上
げ
が
三

五
○
億
一
八
五
○
万
元
（
約
五
八
○
○

億
円
）に
達
し
た
と
さ
れ
る
。
物
流
の
見

地
か
ら
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
莫
大

な
貨
物
量
の
ほ
と
ん
ど
が
宅
配
さ
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
独
身
者
が
顧
客

だ
か
ら
と
い
う
よ
り
、
後
述
す
る
よ
う

に
消
費
者
全
体
の
購
買
行
動
が
変
化
し

て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
た
め
「
光

棍
節
」
に
は
全
国
で
一
○
○
万
人
の
宅

配
要
員
、
一
○
○
余
機
の
航
空
機
が
配

送
に
従
事
し
た
と
報
じ
ら
れ
た
。

こ
の
ケ
ー
ス
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

都
市
化
が
物
流
業
の
発
展
に
こ
れ
ま
で

と
は
異
な
っ
た
次
元
の
作
用
を
及
ぼ
す

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
多
く
の

都
市
が
今
後
の
発
展
の
柱
を
サ
ー
ビ
ス

業
に
求
め
る
な
か
で
、
そ
の
有
力
業
種

で
あ
る
物
流
業
が
都
市
の
発
展
戦
略
に

組
み
込
ま
れ
る
事
例
も
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
都
市
化
過

程
に
お
け
る
「
都
市
社
会
と
産
業
発
展

の
相
互
作
用
」
に
つ
い
て
物
流
業
を

ケ
ー
ス
に
紹
介
し
て
み
た
い
。

●
都
市
化
と
物
流
業
の
変
容

ま
ず
近
年
の
物
流
需
要
の
変
化
を
確

認
す
る
。
図
１
に
み
る
よ
う
に
、
物
流

業
（
こ
こ
で
は
、
交
通
・
運
輸
・
通
信

部
門
）
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
都
市
化

が
加
速
し
始
め
た
二
○
○
○

年
以
降
急
成
長
し
て
お
り
、

そ
の
増
加
幅
は
、
貨
物
輸
送

実
物
量
の
増
加
幅
よ
り
大
き

い
。
世
界
経
済
危
機
の
影
響

で
物
流
も
二
○
○
九
年
に
増

加
幅
が
落
ち
込
ん
だ
が
、
二

○
一
○
年
以
降
の
落
ち
込
み

は
経
済
全
体
に
比
し
て
小
幅

で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
ひ
と

つ
に
は
、
物
流
サ
ー
ビ
ス
が

高
付
加
価
値
化
し
た
こ
と
、

ま
た
、
冒
頭
紹
介
し
た
よ
う

に
、
特
に
都
市
部
に
お
い
て

消
費
者
向
け
の
物
流
需
要
が

急
増
し
た
こ
と
が
影
響
し
て

い
る
と
見
ら
れ
る
。
都
市
化

は
物
流
業
に
質
的
変
化
を
も
た
ら
し
た

の
で
あ
る
。

⑴
都
市
部
の
消
費
者
向
け
物
流
需
要
急

拡
大

消
費
者
向
け
物
流
サ
ー
ビ
ス
の
な
か

で
も
宅
配
業
の
成
長
の
早
さ
は
際
立
っ

て
い
る
。
宅
配
業
は
二
○
○
五
年
以
降

の
郵
政
体
制
改
革
で
小
包
配
送
へ
の
民

間
企
業
参
入
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら

急
成
長
し
、
こ
こ
五
年
ほ
ど
の
同
業
の

売
上
高
増
加
率
は
毎
年
二
○
％
以
上

だ
っ
た
が
、
特
に
二
○
一
一
、
一
二
年

に
は
前
年
比
三
一
・
九
％
増
、
三
九
・

大
西 

康
雄

都
市
化
の
な
か
の
物
流
業

中国の都市化を考える
特　　集

図 1　 交通・運輸・通信部門の実質GDPと貨物輸送の推移
（1978年＝100）

（出所）中華人民共和国国家統計局『中国統計年鑑』各年版より筆者作成。
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二
％
増
、
取
扱
件
数
は
五
七
％
増
、
五

四
・
八
％
増
を
記
録
し
た（
表
１
）。
急

成
長
の
第
一
の
原
因
は
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
の
急
拡
大
で
あ
る
。
二
○
一
一

年
末
時
点
で
の
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

利
用
者
数（
延
べ
人
数
）は
一
億
九
三

九
五
万
人
と
前
年
比
二
○
・
八
％
増
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
数
全
体
に
占

め
る
割
合
は
三
七
・
八
％
（
前
年
比
二
・

七
％
増
）
に
達
し
た
。
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
取
引
額
が
社
会
消
費
品
小
売
総

額
に
占
め
る
割
合
も
、
二
○
○
八
年
の

一
・
一
％
が
一
○
年
に
は
三
・
三
％
に

上
昇
し
て
い
る
。

宅
配
業
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
に

よ
れ
ば
、二
○
一
○
年
に
お
け
る
同
一

都
市
内
の
宅
配
取
扱
件
数
の
四
二
％
、

異
な
る
都
市
間
の
同
件
数
の
三
五
％
が

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
関
連
だ
っ
た
と

い
う
。ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト・シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
商
品
配
送
の
七
割
以
上
に
宅
配

便
が
使
わ
れ
て
お
り
、
宅
配
便
の
総
取

扱
件
数
の
半
分
以
上
を
占
め
る
。

⑵
サ
ー
ビ
ス
需
要
の
高
度
化
と
課
題

宅
配
業
が
発
展
す
る
な
か
で
、
サ
ー

ビ
ス
内
容
の
高
度
化
が
進
行
し
て
い

る
。
時
間
指
定
配
送
、
冷
蔵
配
送
な
ど

に
加
え
、
配
送
時
に
お
け
る
料
金
決
済

や
保
険
の
付
与
な
ど
そ
の
内
容
は
我
が

国
と
同
様
の
方
向
性
を
持
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
は
外
資
系
宅
配
業

者
が
先せ

ん
べ
ん鞭
を
つ
け
た
が
、
地
場
業
者
も

こ
れ
に
追
随
し
て
い
る
。

一
方
、
宅
配
サ
ー
ビ
ス
の
急
速
な
普

及
、
高
度
化
に
は
課
題
も
み
え
て
き
て

い
る
。
ま
ず
、
宅
配
を
巡
る
苦
情
件
数

が
急
増
し
て
い
る
。
国
家
郵
政
局
に
よ

る
と
、
二
○
一
一
年
の
郵
政
事
業
全
体

の
有
効
苦
情
件
数
は
五
万
八
八
九
件
で

前
年
比
四
・
二
倍
と
急
増
、
そ
の
大
多

数
を
占
め
る
の
が
宅
配
に
関
す
る
も
の

で
、
前
年
比
四
・
四
倍
の
四
万
九
四
六

六
件
と
全
体
の
九
七
・
二
％
を
占
め
た
。

具
体
的
内
容
で
は
、
①
配
達
の
遅
延
、

が
最
も
多
く
、
次
い
で
②
集
荷
配
達
の

サ
ー
ビ
ス
態
度
、
③
紛
失
、
な
ど
で
あ

る
。「
光
棍
節
」
で
も
同
様
の
問
題
が

頻
発
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
苦

情
内
容
が
示
す
課
題
は
、
物
流
業
界
全

体
の
課
題
で
あ
る
と
は
い
え
、
個
別
企

業
が
対
応
す
る
だ
け
で
は
解
決
困
難
で

あ
る
。

●
物
流
官
庁
・
業
界
団
体
の
変
化

計
画
経
済
時
代
で
あ
れ
ば
、
こ
う
し

た
課
題
に
対
応
す
る
ル
ー
ト
は
主
管
業

務
部
門
・
官
庁
（
た
と
え
ば
国
家
郵
政

局
）
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
一
九
九
○

年
代
以
降
の
行
政
改
革
で
行
政
と
企
業

部
門
が
分
離
さ
れ
る
過
程
で
、
既
存
の

あ
る
い
は
新
設
さ
れ
た
業
界
団
体
が
大

き
な
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
具
体
的
に
み
て
お
こ
う
。

物
流
業
の
行
政
的
課
題
に
対
応
す
る

部
門
は
、
自
ら
業
務
部
門
を
抱
え
る
①

鉄
道
部（
二
○
一
三
年
三
月
以
降
、
国

家
鉄
道
局
と
中
国
鉄
道
総
公
司
に
分
割

さ
れ
、前
者
が
行
政
を
管
轄
）
以
外
に
、

②
交
通
運
輸
部
（
道
路
輸
送
、
水
上
輸

送
、
民
間
航
空
輸
送
、
国
家
郵
政
局
を

管
轄
）、
③
商
務
部
（
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
業

界
、
物
流
サ
ー
ビ
ス
・
企
業
を
管
轄
）、

④
国
家
発
展
改
革
委
（
中
長
期
の
発
展

計
画
、
イ
ン
フ
ラ
投
資
計
画
を
管
轄
）

な
ど
で
あ
る
。
物
流
分
野
の
行
政
改
革

で
は
改
組
・
縮
小
さ
れ
な
が
ら
も
行
政

部
門
が
残
存
し
て
お
り
、
業
界
団
体
は

企
業
と
行
政
部
門
を
つ
な
ぐ
立
場
で
活

動
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
「
行
政
↓
企
業
」
の
方
向

で
は
、
①
物
流
業
に
関
す
る
政
策
や
法

規
の
周
知･

徹
底
、
②
行
政
の
委
託
を

受
け
た
業
界
調
査
や
物
流
市
場
調
査
、

③
物
流
人
材
養
成
、
資
格
認
定
な
ど
の

受
託
業
務
、
を
実
施
し
て
い
る
。
逆
に

「
企
業
↓
行
政
」
の
方
向
で
は
、
①
企

業
の
要
望
の
と
り
ま
と
め
と
行
政
へ
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、②
業
界
発
展
計
画
、

立
法
な
ど
へ
の
建
議
、
③
各
種
国
家
標

準
、
業
界
標
準
、
品
質
標
準
、
技
能
検

定
な
ど
の
制
定
・
改
正
へ
の
参
与
、
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
①
業
界
内

の
交
流
、
内
外
団
体
と
の
交
流
、
②
関

連
刊
行
物
の
刊
行
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
サ

イ
ト
の
運
営
、
③
各
種
討
論
会
、
報
告

会
の
組
織
、
と
い
っ
た
会
員
企
業
向
け

サ
ー
ビ
ス
提
供
も
重
要
な
活
動
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

都
市
化
の
進
展
は
、
前
述
し
た
よ
う

に
、
新
し
い
物
流
サ
ー
ビ
ス
の
急
発
展

と
新
し
い
課
題
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

宅
配
業
を
例
に
取
れ
ば
、
同
業
は
労
働

集
約
的
（
一
軒
、
一
軒
配
送
す
る
）
な

だ
け
で
な
く
、
技
術
集
約
的
（
集
荷
か

ら
配
送
ま
で
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
が

要
求
さ
れ
る
）
で
あ
る
。
い
わ
ば
質
量

と
も
に
備
わ
っ
た
労
働
力
の
確
保
が
必

要
で
あ
る
。
ま
た
、
都
市
内
部
に
集
配

送
の
拠
点
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
地
価
高
騰
の
続
く
都
市
部
で
は
容

易
な
こ
と
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
課
題

に
個
別
企
業
で
対
応
す
る
こ
と
は
難
し

表 1　宅配業の発展状況
売上高 取り扱い件数

総額
（億元）

伸び率
（％）

総件数
（億件）

伸び率
（％）

2007 342.6 17.4 12.0 20.6

2008 408.4 19.2 15.1 25.9

2009 479.0 17.3 18.6 22.8

2010 574.6 20.0 23.4 25.9

2011 758.0 31.9 36.7 57.0

2012 1055.3 39.2 56.9 54.8

（出所） 中国物流・購買連合会『中国物流年鑑』各年版より筆者作成。
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く
、
何
ら
か
の
行
政
支
援
が
必
要
で
あ

る
。
こ
こ
に
、
企
業
＝
業
界
の
要
請
を

集
約
し
て
行
政
に
つ
な
ぐ
業
界
団
体
の

存
在
意
義
が
出
て
く
る
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
中
国
の
場
合
、
行
政
改

革
は
「
計
画
経
済
体
制
か
ら
市
場
経
済

体
制
に
向
け
た
改
革
プ
ロ
セ
ス
」
で
も

あ
り
、
業
界
団
体
と
主
管
行
政
部
門
の

間
に
は
独
特
な
関
係
が
残
さ
れ
て
い

る
。
特
に
全
国
レ
ベ
ル
の
団
体
は
行
政

部
門
と
の
間
に
「
挂
靠
」（
指
導
・
支

援
を
受
け
る
、
の
意
）
と
称
さ
れ
る
関

係
が
あ
る
。
業
界
団
体
が
行
政
機
関
か

ら
財
政
支
援
を
受
け
る
一
方
、
そ
の

「
天
下
り
」
人
員
を
受
け
入
れ
る
と
い

う
の
は
そ
の
典
型
例
で
あ
る
。
中
国
物

流
・
購
買
連
合
会
を
例
に
と
る
と
、
現

会
長
は
元
・
国
内
貿
易
部
（
国
内
の
資

本
財
取
引
を
管
轄
し
て
い
た
部
門
）
人

事
局
副
局
長
、
副
会
長
の
一
人
は
元
・

国
家
発
展
改
革
委
経
済
運
行
局
調
査
員

で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
天
下
り
だ
が
、
給

与
は
行
政
機
関
か
ら
の
財
政
支
出
で
ま

か
な
わ
れ
て
い
る
。

同
会
の
収
入
は
①
会
員
企
業
か
ら
の

会
費
、②
前
記
し
た
一
部
人
件
費
補
助
、

③
行
政
機
関
や
企
業
か
ら
の
受
託
調
査

収
入
、
④
資
格
認
定
試
験
を
請
け
負
う

こ
と
に
と
も
な
う
収
入
、
な
ど
で
あ
る

（
同
会
で
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
）。
そ
の
収
支

状
況
は
不
明
だ
が
、
会
費
収
入
だ
け
で

運
営
で
き
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
②

以
外
に
も
行
政
部
門
か
ら
何
ら
か
の
補

助
を
得
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、
こ

れ
は
同
会
が
多
く
の
行
政
業
務
を
代
行

し
て
い
る
こ
と
へ
の
費
用
補
填
と
も
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
行
政
機
関
と
の
人

的
関
係
は
、
同
会
と
行
政
機
関
が
相
互

に
働
き
か
け
る
場
合
の
ル
ー
ト
と
な

る
。
行
政
と
業
界
の
関
係
が
さ
ら
に
切

り
離
さ
れ
規
範
化
さ
れ
る
ま
で
の
過
渡

期
の
体
制
と
し
て
、
現
在
の
行
政
機
関

＝
業
界
団
体
関
係
に
は
一
定
の
「
存
在

理
由
」
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

●「
営
改
増
」
実
験
と
業
界
団
体

こ
こ
で
、
業
界
団
体
が
独
自
の
機
能

を
発
揮
し
た
例
と
し
て
、
物
流
業
に
関

す
る
税
制
の
変
更
実
験
と
そ
れ
へ
の
業

界
団
体
の
関
与
ぶ
り
を
み
て
お
こ
う
。

同
実
験
は
、
従
来
物
流
業
の
主
要
税
目

で
あ
っ
た
営
業
税
を
付
加
価
値
税
（
中

国
語
で
は
「
増
値
税
」）
に
変
更
す
る

試
み
で
あ
る
（
中
国
語
で
は
「
営
改
増
」

と
略
称
）。
行
政
側
の
そ
も
そ
も
の
意

図
は
、
物
流
業
へ
の
課
税
を
軽
減
し
て

そ
の
振
興
を
図
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
例

え
ば
次
の
例
で
計
算
す
る
と
後
者
の
方

が
税
負
担
は
軽
減
さ
れ
る
。

「
営
業
額
一
億
元
の
交
通
運
輸
企
業
」

を
想
定
す
る
と
、
営
業
税
率
三
％
で
納

税
額
三
○
○
万
元
と
な
る
。
こ
れ
を
増

値
税
に
変
更
す
る
と
、
交
通
運
輸
業
の

付
加
価
値
税
率
は
一
一
％
な
の
で
税
額

一
一
○
○
万
元
だ
が
、
増
値
税
で
は
同

企
業
が
外
部
か
ら
購
入
し
た
中
間
投
入

は
控
除
さ
れ
る
。
そ
こ
で
中
間
投
入
が

五
○
○
○
万
元
あ
っ
た
と
仮
定
す
る

と
、
五
○
○
○
万
元
に
一
般
の
付
加
価

値
税
率
一
七
％
を
か
け
た
八
五
○
万
元

は
上
記
の
一
一
○
○
万
元
か
ら
控
除
さ

れ
る
の
で
、
実
際
納
税
額
は
一
一
○
○

マ
イ
ナ
ス
八
五
○
＝
二
五
○
万
元
と
な

る
。
こ
れ
は
営
業
税
で
納
税
し
た
場
合

よ
り
五
○
万
元
少
な
い
。

し
か
し
、
実
際
に
は
上
の
例
で
み
た

よ
う
な
課
税
標
準
の
算
定
が
難
し
い
。

物
流
業
が
営
業
税
を
課
さ
れ
て
き
た
の

は
、
付
加
価
値
税
の
前
提
と
な
る
「
中

間
投
入
」、「
仕
入
れ
価
格
」「
販
売
価

格
」
と
い
っ
た
概
念
が
な
じ
ま
な
い
た

め
で
あ
る
。
実
験
で
は
、
物
流
サ
ー
ビ

ス
が
付
加
す
る
価
値
に
つ
い
て
物
流
段

階
で
か
か
る
各
種
コ
ス
ト
を
合
算
し
控

除
す
る
方
式
を
試
行
し
た
が
、
コ
ス
ト

の
な
か
に
は
証
憑
（
エ
ビ
デ
ン
ス
）
が

な
い
も
の（
た
と
え
ば
道
路
通
行
料
金
、

燃
料
給
油
料
金
な
ど
）
も
多
く
、
実
際

の
税
負
担
が
営
業
税
の
場
合
よ
り
重
く

な
る
と
い
う
問
題
が
発
生
し
た
。

そ
こ
で
、
業
界
団
体
（
同
実
験
が
行

わ
れ
た
北
京
市
や
上
海
市
の
物
流
協

会
）
は
、
従
来
税
額
を
超
え
る
課
税
の

免
除
を
行
政
側
に
求
め
、
暫
定
措
置
で

は
あ
る
が
、
こ
れ
を
認
め
さ
せ
た
（
上

記
協
会
で
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
）。
業
界
団

体
が
業
界
利
益
の
た
め
に
行
政
機
関
に

働
き
か
け
成
功
し
た
例
で
あ
る
。

●
物
流
業
と
都
市
発
展
戦
略

次
に
、
物
流
業
の
発
展
が
都
市
発
展

戦
略
に
与
え
て
い
る
影
響
を
み
よ
う
。

⑴
物
流
業
発
展
の
効
果

物
流
業
は
、
二
○
○
九
年
に
国
務
院

（
中
央
政
府
）
が
指
定
し
た
「
一
〇
大

産
業
」
に
サ
ー
ビ
ス
業
と
し
て
唯
一
含

め
ら
れ
、
第
一
二
次
五
カ
年
長
期
計
画

（
中
国
語
で
は
「
規
画
」。
二
○
一
一
〜

一
五
年
）
で
も
発
展
を
図
る
べ
き
サ
ー

ビ
ス
業
に
位
置
付
け
ら
れ
た
た
め
多
く

の
地
方
政
府
が
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
都
市
政
府
が
物
流
業
の
発
展

自
体
を
都
市
発
展
の
柱
の
ひ
と
つ
と
す

る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
き
て
い
る
。

そ
の
背
景
を
考
え
る
と
、
第
一
に
、

物
流
業
の
発
展
が
産
業
高
度
化
（
サ
ー

ビ
ス
経
済
化
）
に
直
結
す
る
こ
と
（
論

点
①
）、
第
二
に
、
商
業
や
製
造
業
な

ど
そ
の
他
産
業
の
効
率
化
を
も
た
ら
す

こ
と
（
論
点
②
）、
第
三
に
、
域
外
か

ら
企
業
を
吸
引
す
る
な
ど
多
面
的
な
効

果
が
期
待
で
き
る
こ
と
（
論
点
③
）
な

ど
、
都
市
政
府
の
政
策
需
要
に
合
致
し

て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
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個
別
都
市
の
経
済
的
・
社
会
的
影
響
が

及
ぶ
「
都
市
圏
」
の
範
囲
を
規
定
す
る

最
大
要
因
は
物
流
で
あ
り
、
発
展
戦
略

の
地
理
的
範
囲
を
物
流
が
決
め
る
と
い

う
事
実
（
論
点
④
）
も
重
要
で
あ
る
。

⑵
上
海
市
の
発
展
戦
略
と
物
流

こ
れ
ら
の
論
点
に
つ
い
て
上
海
市
を

例
に
見
て
み
よ
う
。
同
市
は
、
発
展

戦
略
の
中
心
に
「
四
つ
の
セ
ン
タ
ー
」

（「
国
際
経
済
、
国
際
金
融
、
国
際
水
運
、

国
際
貿
易
」
セ
ン
タ
ー
）
構
想
を
掲
げ

て
き
た
。
物
流
は
そ
の
全
て
に
関
係
す

る
が
、
な
か
で
も
国
際
水
運
物
流
の
発

展
に
最
も
力
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
市

の
第
一
二
次
五
カ
年
長
期
計
画
（
二
○

一
一
〜
一
五
年
：
参
考
Ｕ
Ｒ
Ｌ
①
）
を

み
る
と
、
第
一
に
、
単
に
物
流
イ
ン
フ

ラ
を
建
設
す
る
だ
け
で
な
く
、
物
流

サ
ー
ビ
ス
内
容
を
国
際
水
準
に
高
め
る

こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
的

で
あ
る
（
論
点
②
）。
第
二
に
、
物
流

業
の
発
展
は
、
上
海
市
の
経
済
が
サ
ー

ビ
ス
化
し
て
い
く
方
向
性
の
な
か
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
計
画
最
終
年
次

に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
業
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
比

率
は
六
五
％
（
二
○
一
二
年
は
六
○
・

四
％
）と
想
定
さ
れ
て
い
る（
論
点
①
）。

ち
な
み
に
二
○
一
一
年
の
同
数
値
は
五

七
・
九
％
、
う
ち
物
流
業
が
一
一
・
七
％

で
あ
っ
た
。
第
三
に
、
国
内
物
流
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
な
か
で
は
、
上
海
市
は
長

江
デ
ル
タ
地
域
の
中
枢
で
あ
る
と
と
も

に
長
江
沿
い
を
中
心
と
す
る
中
部
・
内

陸
地
域
の
ヘ
ッ
ド･

ク
ォ
ー
タ
ー
機
能

を
果
た
す
こ
と
を
目
指
す
、
と
し
て
い

る
（
論
点
④
）。

上
海
市
は
、
物
流
業
政
策
レ
ベ
ル

で
も
積
極
的
に
対
応
し
て
い
る
。
中
央

政
府
は
、
二
○
○
九
年
三
月
に
「
物
流

業
の
調
整
と
振
興
長
期
計
画
」（
二
○

○
九
〜
一
一
年
）
を
公
布
し
た
。
そ
の

ポ
イ
ン
ト
の
ひ
と
つ
は
、「
主
要
任
務
」

の
項
で
①
「
九
大
物
流
地
区
」、
②
「
一

〇
大
物
流
ル
ー
ト
」、
③
「
物
流
結
節

点
都
市
」
を
提
起
し
、
地
理
的
範
囲
や

都
市
名
を
明
記
し
た
こ
と
で
あ
る
。

上
海
市
は
こ
れ
を
受
け
、
同
年
七
月

に
独
自
政
策
を
作
成
し
、
か
つ
個
別
の

施
策
項
目
に
つ
い
て
実
施
に
責
任
を
負

う
部
署
を
明
記
し
て
い
る
。た
と
え
ば
、

②
③
に
つ
い
て
は
、

（
ア
）「
全
国
レ
ベ
ル
の
物
流
結
節
点
都

市
」
と
し
て
深
水
港
（
筆
者
注
：
洋
山

港
）、
外
高
橋
（
水
運
機
能
）、
浦
東
空

港
（
空
運
機
能
）、
西
北
（
総
合
機
能
）

と
い
う
四
つ
の
タ
イ
プ
の
異
な
る
物
流

園
区
を
建
設
す
る
（
発
展
改
革
委
、
商

務
委
、経
済
情
報
化
委
が
責
任
を
負
う
）

と
し
、

（
イ
）「
全
国
レ
ベ
ル
の
物
流
地
区
」（
筆

者
注
：「
九
大
物
流
地
区
」）
と
「
物
流

ル
ー
ト
」
建
設
の
要
求
に
応
え
て
長
江

デ
ル
タ
地
区
と
長
江
流
域
の
物
流
機
能

を
一
体
化
さ
せ
る
（
商
務
委
、
合
作
交

流
弁
公
室
が
責
任
を
負
う
）
と
し
て
い

る（
上
海
市
人
民
政
府「
本
市
貫
徹〈
物

流
調
整
和
振
興
規
画
〉
的
実
施
方
案
」

参
考
Ｕ
Ｒ
Ｌ
②
）。

上
海
市
の
事
例
紹
介
に
紙
数
を
割
い

た
の
は
、
各
地
方
政
府
が
、
全
国
版
の

政
策
を
踏
ま
え
つ
つ
、
か
な
り
の
自
主

性
を
持
っ
て
自
地
域
の
発
展
に
応
用
し

よ
う
と
努
力
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
た

め
で
あ
る
。
中
央
政
府
の
政
策
文
書
は

「
全
国
的
な
見
取
り
図
」
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
地
方
政
府
は
そ
の
大
枠
に
反

し
な
い
限
り
、
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
を
持
っ

て
政
策
を
実
施
し
て
い
る
。

●
お
わ
り
に

中
央
・
地
方
政
府
は
新
興
サ
ー
ビ
ス

業
で
あ
る
物
流
業
の
扱
い
に
不
慣
れ
で

あ
り
、
そ
こ
に
個
別
企
業
と
政
府
を
橋

渡
し
す
る
業
界
団
体
の
存
在
意
義
が

あ
っ
た
。
特
に
近
年
、
都
市
化
の
加
速

に
と
も
な
っ
て
物
流
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
急
変
し
て
お
り
、
業
界
団
体
は
、

新
た
に
発
生
す
る
問
題
・
課
題
へ
の
対

応
を
も
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
業
界
団
体
自
身
も
、
規

約
を
整
備
し
、
運
営
の
経
験
を
積
む
な

ど
成
熟
し
て
き
て
お
り
、
都
市
社
会
を

含
む
外
部
へ
の
情
報
発
信
、
政
府
へ
の

働
き
か
け
を
強
化
し
て
い
る
。　

他
方
、
物
流
業
関
連
の
政
策
文
書
の

変
遷
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
み
る
と
、
物
流

業
政
策
は
、
直
接
的
な
行
政
指
導
の
み

で
は
な
く
、
各
種
標
準
を
制
定
す
る
こ

と
を
通
じ
て
市
場
（
競
争
）
環
境
を
定

め
企
業
や
業
界
を
間
接
的
に
誘
導
す

る
、
と
い
う
形
態
を
目
指
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
ま
だ
結
論
を
出
す
に

は
早
い
が
、
も
し
こ
の
判
断
が
妥
当
だ

と
す
れ
ば
、
物
流
業
界
団
体
の
機
能
は

他
の
業
界
に
先
行
し
て
進
化
す
る
こ
と

に
な
ろ
う
。

中
国
の
都
市
化
は
、
向
こ
う
二
○
年

程
度
は
続
く
と
予
想
さ
れ
、
都
市
化
は

物
流
業
の
さ
ら
な
る
発
展
・
高
度
化
を

も
た
ら
す
。
物
流
業
政
策
や
業
界
団
体

の
あ
り
方
を
注
視
し
て
い
く
こ
と
は
、

都
市
化
を
考
え
る
う
え
で
も
欠
か
せ
な

い
テ
ー
マ
で
あ
り
続
け
る
だ
ろ
う
。

（
お
お
に
し　

や
す
お
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

新
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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